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一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト 

令和 7年度 事業報告  令和 7年 5月～令和 8年 4月  

 

『誰もがありのままを認められる暮らしの中で、ひとりひとりの 

小さな一歩を大切にしあえるやさしい社会にしたい』 

 

という理念のもと、制度や支援の手が届かずに社会的孤立や貧困に苦しんでいる方の

支援を「仕方がない」とあきらめるのではなく、すべての方が安心して居られる場所・ 

活躍できる場所を見出せる社会となることを目指し、次頁以降１～６の事業を行った。 

 

＜草の根ささえあいプロジェクトの事業＞ 
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一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト 

     

        
           

  
        

           
          

              
           

      

            
          
           

１ 調査・研究事業 
ⅰ) 「SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム(社会的孤立・孤独の予防と 

多様な社会的ネットワークの構築)」研究開発プロジェクト 

「地域とつくる『どこでもドア』型ハイブリッド・ケアネットワーク」：RISTEX 

 

 昨年に引き続き、フィールド団体として草の根ささえあいプロジェクトが参画。 

研究者：堀田聰子氏（慶應義塾大学大学院・教授）との協働を中心に、孤立の解消に

つながる要素としてマイクロハピネスに着目し、支援現場のストーリ分析を行った。 

 

ⅱ) 「ごきげんな暮らしを可能にする地域の条件の見える化」事業 

全国子ども食堂支援センター・むすびえが運営主体として実施する調査に参加。調査

は３層にわかれているが、草の根ささえあいプロジェクトは「第１・２層」を担当。 

 

◆第１層：ごきげんな地域に必要な「居場所」の在り方 

◆第２層：「居場所」と「地域」をつなぐものは何か？ 

◆第３層：「居場所」を中心とした経済循環 

 

居場所での調査は、「ごきげんリスト 100」を軸としたワークショップを実施。またボラ

ンティア活動もその参画者の居場所（よりどころ）と言えるのではないかという仮説の

もと「よりそいサポーター」を対象とした調査も実施。 

 

※「ごきげんリスト 100」https://kusa-p.net/914/あ     

 

 

加えて今年度は第２層のテーマにせまるべく、地域のキーパーソン（草の根ワード

“珍しいキノコ”さん）へのインタビューも実施。 

優しさを生み出すコミュニティや活動は、ゴール指向（目標掲げて最短のプロセスを組

み立てる）ではなく、そのコミュニティや個人の中心にある理念を軸に、探索と深化を

同時に繰り返しながら、その周辺を探索（うろうろ）することであり、 

そのプロセスが新しい可能性を広げている「健全な回り道」があることが見えてきた。 
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２ 相談・支援事業 

◆名古屋市子ども・若者総合相談センター（名古屋市受託事業） 

平成 25年 6月 25日～ 

０歳～概ね３９歳までの、名古屋市在住の方の相談に応じるワンストップサービス

センターとして平成 25年 6 月に設置され、さまざまな相談に応じている。令和元年度

にはそれに加えて「名古屋市子ども若者指定支援機関」として位置づけられ、名実共

に伴走型の支援を行なうセンターとして認められた他、相談窓口の増設（金山ブラン

チの新設）や支援機能の拡充（オープン型スペース・SNS 相談）に伴い、それまで相

談に結びつかなかった若者にも出会うことができるようになった。 

「来所相談」にとどまらず、アウトリーチ、同行支援、ボランティアの活用、就労支

援、支援機関の開拓連携（ケース会議）などを駆使し、困りごとを抱える本人やご家族に

よりそうセンターとして、運営実施を行った。 

また、令和 6年 4月より｢虐待・貧困により孤立し様々な困難に直面する学生等へのア

ウトリーチ支援｣が、国（こども家庭庁）のモデル事業としてスタートした。この事業を

独自に「若者シェアガレージ」と名付け、運営二年目となる令和 7 年度は順調に利用者

が増加。これまでに出会いにくかった若者たちとのつながり作りに役立っている。 

 

 ＜センターの支援体制の 3つの特徴＞  

 

➀こども若者ひとりひとりに対して個別

担当制。最初に伴走する手応えのある大人

として、困りごとの具体的な解決に当たる

ほか、若者の興味関心のあることを共にし

ながら、信頼関係を築いていき、若者にと

って、不安や悩みを理解してくれる味方と

なる。 

相談員ひとりあたり約 50～80名位のこど

も若者を担当している。 
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②関係性の支援の大きな一躍を担う「よりそいサポーター」（後述） 

318名の  があり、若者と一緒にテニスや推しのトークなど様々なことを楽しんで

くださっている。これにより若者は、自分の興味や関心を他者と共有できるという経験

ができる。 

③地域資源の開拓 

若者の回復に伴い、本人の繋がりを徐々に増やしていくために、こども若者のために

ひと肌脱いでくれる人、地域の優しさをかき集めていく。 

最終的に若者たちは沢山の善意に囲まれ、支援者がお膳立てしなくても、自らの力で

他者と繋がり・頼ることができるようになっていく。 

 

このようなオーダーメイドの応援においてに欠かせない土台の機能がアウトリーチで

あり、センターで待ち受けているだけでは会えない若者達の生活圏まで、私たちの方か

らどんどん出向いて行っている。 

 

＜若者とつながるための 3つのチャンネル＞ 

上記のような体制と想いで、ひとりひとりを応援してきているが、それでもなかなか

支援につながってこない若者達はまだまだたくさんいる。 

困りごとがあったとしても、それが本人にとっては当たり前の日常で、相談しようと

いう発想にならない方や、相談の敷居が高いと感じる方、大人をおいそれとは信用して

くれない方など。そういった潜在的な困りごとを抱えた若者達と繋がっていくために、

こわかセンターでは 3つのチャンネルを用意している。 
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一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト 

ⅰ）オープンスペース“Moi Moi”       期間：令和元年 10月 30日～  

名古屋市子ども・若者総合相談センター金山ブランチに設置されているスペース。  

対象者：市内在住の 15歳～概ね 39歳までの方* 

開所時間：日・祝を除く毎日、14時～21時  
*市内在住の学生の紹介による、市外在住同級生はフレンド会員として利用可能。  

 

 

・  利用者 ：154人（ べ  者 1,972人）   べ利用者 ：4,488人（令和 8年 3月末現在） 

 

 年ぶりにチラシをリニューアルし、改めて MoiMoiを「家でも学校でもないもうひと

つの場所」とし、名古屋市営地下鉄の駅や中央図書館等に配架した。また、1日 1投稿

を目標にスタッフ全員で SNS広報に取り組んでいる。 

 普段は、学習の場としての利用が多いが、スタッフは何気ない会話から言葉を拾い、

関係性を紡ぎ、親でもなく友人でもない第三者の立場で話をする。若者が普段考えてい

ること、夢、悩みなどを話せる場づくりを目指す。利用 は増加していないものの、メ

ンバー個々との関わりは以前より増加している。 

 スタッフは「多様な価値観や生きる力を奪われず、大人になるのが楽しみになる社

会」という共通認識を持ち、メンバーと関わっていく。（理念ワークにて決定） 

 また、季節に応じた気軽なイベントや、月に 4回ほどカフェイベント「MoiCafé」を実

施している。今年度は、より多くのよりそいサポーターに関わっていただき、「多様な価

値観」とメンバーが出会える取り組みを実施している。 
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一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト 

ⅱ）LINE相談             令和元年 10月 31日～ 

 

名古屋市内在住の 15 歳～概ね 39 歳

までの方とその保護者、名古屋市市内

の高校に在学中の方を対象として、

(月)～(土）の 17：30～21：30 の間実

施。（相談受付は 21：00まで） 

また、ゴールデンウィークと夏休み

明け前後には、時間を 1 時間 長して

17：00～22：00の間相談を受け付け、

不安定になりがちな時期の多くの若者    

に寄り添った。  

若者にとってなじみのある、LINE相談には以下の有効性が見える。 

①相談のタイミングの早期化 

②顔が見えない､会わなくていいからこそ、思い切って話せる安心感がある 

③相談を受ける側のメリットとして、LINEは顔が見えない､声も聞えないことから、相談

を受ける側のチームワークで知恵を出し合える 

④個別の支援が必要な若者を、SNS上の関わりにとどめることなく、顔が見える来所相談

や適切な場所につなげることができる 

 

 ここ 年で AIが急速に普及し、  の手間やタイムラグが発生する LINE相談の件 

は若干減少気味だが、人の温かみを求めて LINE相談を利用する若者も多い。 

 

 

 

ⅲ）若者シェアガレージ 

（虐待・貧困により孤立し様々な困難に直面する学生等へのアウトリーチ支援事業） 
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環境の変化によって困窮に陥る可能性の高い層。具体的には専門学校や大学等に入学

後 1年以内の方・定時制高校または通信制高校等を卒業後 1年以内の方・専門学校や大

学を卒業後 1年以内の方というのが、こども家庭庁が定めている対象だが、名古屋市で

は、おおよそ 18～25歳の市内在住、在学の方、としている。 

具体的な内容としては、まず企業や団体様、市民の方から物資などの寄付を募る。そ

うして集まった物資を、広報の一貫として、大学などの教育機関に協力を頂いて、配布

イベントを実施。配布物と一緒にこわかセンターのちらしなどを渡し、困難に直面して

いる又はする可能性のある若者を把握し、繋がり、その後その方たちへ大 根の拠点シ

ェアガレージで継続して生活支援物資を渡していくという流れ。来所された際にはスタ

ッフと何気ない会話をするなど温かな交流の場にもなっている。また支援物資の設置を

こわかセンターだけでなく、市内に複 確保するために、主旨に賛同して下さる民間支

援団体を「ストックサテライト」として位置づけ、支援物資の配布に協力いただくこと

によって、支援の必要な子ども・若者への接点を広く確保する。そのようにして物資を

届けながら、必要に応じていざという時には相談窓口につながっていただくという流れ

になる。 

こういった活動を繰り返していく中で、若者に関心を寄せてくださる企業様と市民と

若者とをつなぐ、地域の優しい循環を生んでいく事業である。 

 

令和 7年度の実績は以下の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜配布会の実施＞ 

・豊田工業大学  令和 7年 7月 10日 

令和 7年 11月 13日 

・名古屋工業大学 令和 7年 10月 17日 

・愛知淑徳大学  令和 7年 12月 7日 

【配布実績】 【相談につながった実績】

◆若者シェアガレージ ◆若者シェアガレージから

76名（実数）延べ205名 1件

うちデリバリー８名 ◆デリバリーから

◆ストックサテライト　6か所 2件

延べ408名 【寄付協力】

◆こわかセンター 企業・団体18社

64名（実数）延べ371名 個人の方　60名

合計　延べ984名に物資を提供

＊お米、パスタ、パスタソース、スー

プ、カップ麺、野菜、果物、　味噌、

ジュースなどの食料品

＊ペン、ノートなどの文房具

◆配布会　協力大学3校

＊生理用品、、トイレットペーパー、タ

オル、洗剤、使い捨てカイロ、マスクな

どの生活用品

727名の学生に配布 ＊購入費（現金女の子セット食料品など)
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※            い 援      の  ※ 

 

平成 27 年 4 月～平成 29 年 7 月にかけて「名古屋市子ども・若者総合相談センター

サテライト事業(名古屋市受託事業)」（名称「ちくさ 815」）で培った経験を活かし、

居場所に行けない人のための少人 でのプログラム「こわかランド」も継続実施し、よ

りそいサポーターも活躍している。（テニスランド、クラフトランド、女子会など）。 

よりそいサポーター向けの研 会では、活動体験談の発表や、ごきげんリスト 100・で

きもち・「かたる」ワークショップなどの手法を用いて年間 5回実施した。 

よりそいサポーターからは、身近な地域で気になる若者を見守っているエピソードや、

サポーター活動を応援してくれる人の存在が語られるなど、こわかセンターでの活動に

とどまらず、それぞれの地域で若者を支える小さなアクションが起きている。 

 

専門家としてではなく、同じ地域で共に暮らす大人として、 

  一緒に悩み・考え・行動しています。  

＜令和 7年度実績＞ 

◇ボランティア  人 ：318人 

◇ 働件 ：945件 

◇ 動内容： 

・ひきこもり・不 校の方への家庭  ・外出の支援（マルシェ出店・洋服店等） 

・センターでのおしゃべり・創作活動・料理・相談者の興味関心にもとづく活動

（バドミントン・麻雀・家電 理等）、居場所での支援、学習支援など 
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ⅴ）◆居場スぺ！（居場所・スペース協働会議）  令和 4年 11月 15日～ 

 

 名古屋市内の若者向けの居場所に取り組んでいる方や、ユースワークに興味関心のあ

る方に声をかけ、令和 4年度より自主的な勉強会として居場スぺ！を実施している。主

に、それぞれの団体が取り組むことや 題意識の共有のほか、各団体のスタッフの顔の

見える関係づくりを目的とし、地域全体でさまざまな若者を“誰ひとり取り残さず”支

える仕組みを目指している。 

 居場スぺ！は毎回ホストによる話題提供があり、その話題提供からの学びを全体で共

有する時間としている。 

令和 5年度に第 1回から第 6回を、令和 6年度に第 7回から第 10回を実施し、令和 7

年度は下記の通り実施した。 

 

＜第 11回＞令和 7年 6月 10日（火）19時～21時  

@草の根ささえあいプロジェクト「草の根ラボ」 

 ホスト：日本福祉大学 両角達平 氏 

 ゲスト：一般社団法人 ALLOUND久保樹里 氏 

 テーマ：「困難を抱える子ども・若者と家族を支えるラップアラウンドとは」 

 

＜第 12回＞令和 7年 9月 30日（火）19時～21時 

@草の根ささえあいプロジェクト「草の根ラボ」 

 ホスト：愛知 PFS協会 今泉翔太 氏 

 テーマ：「＃栄でチルする？支援でない関わりはどう支援につながるのか」 

 

＜第 13回＞令和 7年 12月 16日（火）19時～21時 

@草の根ささえあいプロジェクト「草の根ラボ」 

 ホスト：NPO法人ひだまりの丘 澤井良太 氏 

     meguru house 青木琴美 氏 

 テーマ：前半「ひだまりの丘について」 

     後半「meguru houseについて」 

  

 

ⅵ）連絡会等への参加、開催 

・名古屋市子ども・若者支援地域協議会代表者会議 

 日程：令和 7年 5月 26日(月) 

・子ども・若者支援地域協議会実務者会議 

 日程：月 1回開催（年 10回） 

・子ども・若者支援地域協議会 支援機関  ＜社会福祉法人中央有鄰学院＞ 

 日程：令和 7年 10月 29日 

・愛知県教育委員会義務教育課相談機関等連絡会 

 日程：令和 7年 6月 27日(金) 

・子ども・若者支援団体意見交換会 

 日程：令和 7年 7月 14日（月） 

・校長会生徒指導 会 

 日程：令和 7年 5月 9日・6月 6日・11月 5日・令和 8年 1月 23日 
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・若年女性アウトリーチ連絡会議 

 日程：令和 7年 9月 8日＠総合社会福祉会館 

・自殺対策ネットワーク会議 

 日程：令和 7年 11月 13日＠アイエムワイビル 

・子ども・若者支援地域協議会及び子ども・若者総合相談センターに関する代表者会合 

 日程：令和 7年 12月 10日～12日＠ビジョンセンターグランデ東京浜松町 

・ひきこもり支援連絡会議 

 日程：令和 8年 1月 7日＠名古屋市精神保健福祉センター 

・生活困窮者自立支援連絡会議 

 日程：令和 8年 2月 16日＠名古屋市市役所西庁舎 

・重層的支援体制整備事業懇願会 

 ・日程：令和 7年 7月 25日・11月 5日＠名古屋市役所 

 

ⅶ）視察等の対応 

日付 視察者・内容 

令和 7年 5月 30日 西三河児童相談所 

令和 7年 6月 9日 日本福祉大学心理学科実習 

令和 7年 6月 16日 瑞穂区基幹支援センター 

令和 7年 6月 27日 大田区子ども家庭センター 

令和 7年 7月 22日 ほだかの里 

令和 7年 7月 26日 国立市クレヨン 田中さん 

令和 7年 8月 14日 こども家庭庁の方（若者シェアガレージ視察） 

令和 7年 8月 20日 豊明市重層的支援整備事業担当 

令和 7年 8月 26日・27日 名東高校加藤先生 10年目職員社会体験研 受入れ 

令和 7年 8月 27日 西 児童相談所社会福祉実習 

令和 7年 9月 4日 ひきこもり支援センター 

令和 7年 9月 9日 小牧市こども未来館 

令和 7年 12月 8日 こども家庭庁先進事例ヒアリング 

令和 8年 1月 21日 福岡県福祉労働 労働局就業支援課ヒアリング 

令和 8年 1月 26日 品川区 

令和 8年 2月 4日 福岡市 

令和 8年 2月 5日 中区重層チームヒアリング 

令和 8年 2月 25日 中信子ども・若者総合相談センタ― 

令和 8年 2月 2日 鹿児島県 

令和 8年 3月 4日 愛知県立大学野田ゼミ 
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ⅷ）職員研  

法人職員に対して以下の研 を行った。これらの研 は特に記載がない場合、名古

屋市子ども・若者総合相談センター職員に限定せず、全法人職員を対象とした。 

①新人研  

 対象：新 入職者 

 日程・期間：入職後約 2週間、および担当を持ってからのフォローアップ 

 講師：法人職員 

 内容：法人理念、各事業の理念から、制度や接遇、ロープレ等 

 

②LINE相談研  

 対象：LINE相談員 

 日程：令和 7年 7月 5日、令和 8年 3月 7日 

 講師：肥後 道子 氏（W&H） 

 内容：LINE相談での基本的な対応姿勢、困難事例に対する対応方法など  

 

③発達障害研  

 日程：令和 7年 12月 6日 

 講師：山口 久美 氏（有限会社 SNOW DREAM） 

 内容：ケース事例検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④就労選択支援を学ぶ研  

 日程・期間：令和 7年 8月 7日 

 講師：榎本 雄太（法人職員、行政書士） 

 内容：新たに始まった障害福祉サービス制度に関する理解 

 

 

⑤個人情報保護研  

 日程・期間：令和 8年 4月 16日 

 講師：榎本 雄太（法人職員、個人情報保護士） 

 内容：個人情報保護に関する理解 
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◆なごやヤングケアラーコネクト pocket（名古屋市委託事業） 

令和 6年 10月 21日～ 

「ヤングケアラー」という言葉と概念は、近年徐々に普及してきたが、当事者の若者の

複雑で過酷な日常に対して、支援現場ではまだ、確たる支援方針や、多様性を包摂する

手法が確立されていない。 

家族への想いに揺れる若者と一緒に、人生の在り方を探求し、実践の中で一人ひとりに

手応えのあるサポートの方法を見いだしていきたいという思いで事業をスタート。まずは、

ヤングケアラーの置かれた状況についてヒアリング調査を実施。現状把握を行なった。 

●調査結果：インタビューを分析し、ヤングケアラーの状況を 4つに分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青：自分 判断  選択 実   状況 変え   力    

黄： 器用さ     何  社会 適応     

赤：    さ 抱え    状況 打破         

                   
                   
                    
                           
                              

    
       
        
     

        
         
         

       
      
        
        

             抱え                
                                      

  員 21名  ヒ リ   査 

 

●対象 数：51名  

●年齢：10代 20名 /  

20代 29名/ 30代 2名 

●聞 取 内容 

 基本      家族 状況  

    内容      対象 

 本     状態  

  抱え   事  

      希望 

 関  社会 源 

 虐待 有無   

 家族  死別(自死 含 ) 有無 
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この調査から、いずれの層のヤングケアラーも、課題を抱えておりサポートが必要では

あるが、特に「B」の現在最も支援機関やサポートにつながっておらず、深刻化しつつある。 

そのため、Bの層をメインに、事業を展開することを目指し、ライン相談・オンライン

相談・対面相談・オンラインサロンをツールに、71名のヤングケアラーと関わった。 

今後の課題としては、よりヤングケアラーのニーズや実状を理解し、また昨今の若者の

文化性に合わせ、SNSを有効に活用し、一人で苦しむヤングケアラーに情報やサポートが

届くことを目指し、SNS活用を軸にした事業になるよう、試行錯誤の中でノウハウを積み重ね

ていきたい。 

 

 

 

 

                   
                   
                    
                           
                              

    
       
        
     

        
         
         

       
      
        
        

             抱え                
                                      

               

   

  

 
 
 
 

 
 
 
 

             か    

                 か
    

                
  か    

                 

               
    

             か    

            

         か    

            

            

  か        

  か            

  か            

       

        所    
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コネクト Pocket研 会 

●令和 7年 9月 29日（月） 

「ヤングケアラー支援のこれから」 

～なごやヤングケアラーコネクト Pocket1年の実践と見えてきた課題～ 

場所: 高齢者就業支援センター名古屋市昭和区御器所 

対象: ヤングケアラーに関心のある方どなたでも  

参加者：60名 

 

 

【当日プログラム】 

14：00～ 第一  なごやヤングケアラーコネクト Pocket事業説明 

及びヤングケアラーを取り巻く現状 

15：00～ 第二  意見交換 

16：00  閉会 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

●令和 8年 1月 31日(土) 

「みんなで考える、ヤングケアラー支援のこれから」 

場所: 高齢者就業支援センター名古屋市昭和区御器所 

対象: ヤングケアラーに関心のある方どなたでも  

参加者：22名 

 

【当日プログラム】 

14：00～ 第 1  ヤングケアラーを取り巻く社会課題とヤングケアラーの方の想い 

14：30～ 第 2  事例検討 

15：00～ 第 3  意見交換 グループディスカッション 

 

 

 

 

1 回目は、行政関連の参加者が多く、2 回目は土曜日

開催ということもあり、一般の参加者が多かった。2

回目は少人 での開催となったものの、どちらの日

程も、後半のグループワークでは立場を超えた意見

交換が行われた。 
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３   支援事業 
 

◆草の根ホッとライン（猫の手バンク）   
期間：草の根ホッとライン／令和 2年 6月～ 猫の手バンク／平成 25年 5月～ 

 

既存の制度やどんな施策にも当てはまらない方々に法人職員やボランティアが家庭 

 して、生活課題を解決する「猫の手バンク」と生活の困窮に対して、ネットワーク型

支援で解決を目指す、「草の根ホッとライン」。今年度も、公的な支援事業ではカバーし

きれない困りごとを抱えた方の相談に関して対応を行った。 

令和 7 年度は継続して応援する方への対応が多かった。新 としては地域の人たちの

インフォーマルな力が発揮された事例として、ここに紹介したい。 

 

 

 

 

概要： 独居 60代男  猫  頭飼育 家賃滞納     大家さん 保 猫   連絡

      草 P  繋     本  キャ   周囲 “放   け さ” 連鎖   問題

解決       草 P    実   何        媒介 通訳    機能 最悪 

想定  事前  機関連携 枠組み 作       特筆 値    

前 ： 本  収入 安定 状態 陥     荒廃 23匹  頭飼育状態 家賃滞納  

      ず保 猫   猫 保    ち 本      配  保 猫  代表  

草 P  連絡 来  時期 真冬    住居 失    命 係  可能      め 

予めホ ムレス   他   協力 打診   え   保  視野 入 事前 区 保

 係 連絡  え自宅訪問     

  結果： 草 P スタッフ  保 猫  代表 大家さん 訪問   草 P職員   保 申

請 話     最中 本    場 数年前 働       会社 思 出  社長 

電話         社長 本     覚え    社宅  入居 快諾 社宅 入 

  働けば      再雇用       転居用 会社 軽   貸       務 

使           本  使用    布  猫 臭        め 保   

代表 布  衣装  ス プレゼ     家賃滞納      本  働  少 ず 返

済            

 

 

令和７年度における実績は下表の通り 

相談 数 2   うち新規相談   1   

述べ クショ 数   91 件   

①  談 3 回 ② 家庭    3 回 

③ 電話連絡・相談 46 件 ④ メ ル/LINE*連絡 25 件 

⑤    2 回 ⑥ ケ  会議 20 回 
*LINE      1 日のうち 複数回の       場    1 件   カ  ト  っ 。 

 

 

事例：「“放   け さ”     」 
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※草の根ホ   イ ・猫の   クの 動一例※ 

  
◎病院同行、主治医訪問 

◎家族との仲介 

◎支援機関の同行と仲介 など 

◎定期的な家庭訪問 

◎引きこもりの方への訪問 

◎継続的なカウンセリング 

  
◎生活保護の申請手続き 

◎滞納金（電気・ガス・電話） 

の支払手続き など 

◎部屋の片づけ（ごみ屋敷等） 

◎住まいの営繕 ◎買い物同行 

◎食糧支援 ◎入退院手伝い など 

  
◎趣味や興味を一緒にする 

◎お茶や食事を一緒にする 

◎低所得家庭への学習支援 

            など 

◎就労支援 

◎社会資源の開拓 

ボランティア先・居場所・ 

企業・学習の機会 など 

 

 

 

 

 

 

 

通訳（同行・仲介）  訪問・見守り 

申請手続き 身の回りのサポート 

遊び・まなび コミュニティへの参加 
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４ 就労支援事業 

◆名古屋市若者・企業リンクサポート事業（名古屋市受託事業） 

令和元年１０月３０日～   

 

Ⅰ．  ク   トの 針 

   企業 お互い  切 感じ   か    さ  広 っ い 社会 目指   

   「働         」   手 「採用

＆戦力化  ず悩   」  仲介  ち 

双  悩み  時 解決  就労    

      全      社会     

『             優  社会」

  指 事    

右図     今     構造 中 

空白      就労      ゾ  

  プロ チ  新  試み    試 錯

誤 中 “就労          潜在 

 可能  引 出   姿” 日常    

   思  スタ    

 

大方針：「仕事に人を合わせる」から「人に仕事を合わせる」へ 

訓練    仕事    適応さ                 持ち味 能力  

＜仕事       ＞      番            

 

  ・企業双 の丁寧    メ ト 何   切       2  めの 針   。  

   メ トの実施   談室 の相談 期 留ま  い。   まだ就労 前の段階の 連携

支援 か  実際の 就労準備支援     企業   い の 戦力 支援 ま  家庭  ・

  ・企業      ト    積極的  い 継続的    メ ト   い 。  

  
  
【リンク①】 企業と若者の お互 

いの文化性（価値観）が近く、 

尊重しあうことができる   

【リンク②】若者の適性を活か 

せる仕事が企業にあり、 若者に 

提供 が できる   

【リンク③】若者の特性に合わ 

せた環境調整が、企業の強みを 

生かした方法で実施できる   

  

  

方針 １． 若者と企業の相互成長を生み出す   ＜３つのリンク＞   の実現   

方針 ２． アウトリーチを軸にした、アセスメントと実支援の同時進行   

文化   

適性   特性   

文化   

環境   仕事   

若者   企業   

リンク 

リンク 

リンク 

キャリア 
支援 

福祉的 
支援 

本事業の 

対象者 

～就労困難な若者～ 

キャリア層 

障害のある方 

若者サポート 
ステーション等 

民間就職支援 
サービス等 

障害福祉サービス等 

生活困窮者支援等 

グ 

レ 

ー 

ゾ 

ー 

ン 

担い手不足 
支援 制度 や 
手法の未確立 

経済困窮の状態の方 

就労一歩手前の方 
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人材確保に苦労している企業に向け、そ

の打開策として休日や賃金など「条件

面」の対応だけでなく、若者の特性や持

ち味を生かした採用に挑戦する事が、人

材不足の解消にとどまらず、価値観の変

容をもたらし企業価値を高める事につな

がっていくという意識改革のサポートを

実施。 

 

Ⅱ．  ク   トの特徴 実績 

１ 徹底  個別支援 

障害福祉  ビ   の支援機 の就労支援・プログ ム  該   い    づ さ 働

 づ さ   の 足  抱え    対象  企業  ・実習     環境  わせ い  

 環境支援型就労支援  実施。ひ  ひ  の希望 特性     せ  談の場所  法

  レ ジ。 の  働    う企業 一か     顔 わせ→実習→就労定着    

げ い 。 

 
 

① 実績：令和７年４月～令和８年３月（１２ヶ月） 

相談者  １４５  

支援 

件  

本人面談 ３，５３７件 

企業見学  １１９件 

就労件  ６３  

 

②就労先（例） 

・専門職（ゴム製品製造会社 CADオペレーター／図書館司書／ＳＥ／塗装工／ 

食品成分分析スタッフ） 

・事務（会員制リゾートホテル／不動産／ドローン教室／専門学校／タクシー会社会計／

年金事務／クリニック受付） 

・販売（デパ地下総菜／オーダーメイドジュエリー店／大手事務用品店／ 

カフェ接客＆キッチン） 

・製造（住宅設備機器 品／ガス機器パイプ／電車パーツ／特殊ゴム製品／ 

プラスチック 品／仏具／パン） 

・福祉系（介護スタッフ／児童養護施設の調理員／子供系ＮＰОスタッフ／ 

福祉系相談員／学童保育所指導員）  

・作業系（ドラッグストアスタッフ／スーパー品出し／ビル清掃／お菓子倉庫ピッキング

／ラジコン専門店倉庫／作業引越しスタッフ／ハウス栽培）…他多  

 

→本 の   メ トか  いだ   ひ  ひ    わせ 多  職種 の就労 特長 

 

方針 ３． 人材不足の悩みを抱える企業に対し意識変革をサポート 
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２）経験からのサポート 

 一方で、個別の就労支援の流れだけでは、仕事に就くことの不安や迷いから抜け出せ

ない若者も多いことが見えてきたため、働くことや（＝人の役に立つこと）のイメージ

が持てるような、経験のサポートからの就労支援の切り口も確立した。 

 

①ぼちぼちチャレンジ：リンクサポート周りのちょっとした手伝いを支援員と

一緒にボランティアで手伝う。 

・マルシェお店番 

               ・植物植え替え   ・夏野菜、さつまいも収穫 

 

②お仕事チャレンジＡ：草の根ささえあいプロジェクト等が発注、報酬の発生

する仕事にチャレンジ。支援員の見守りはあるが仕事

は一人で実施。  

・金山ビル清掃 

・コネクトポケット事業カード発送 

・草ラボ清掃、イベントご飯作り 等 

 

③お仕事チャレンジ：リンクサポートとつながりのある企業で、報酬を頂き簡

単な仕事を任せてもらう。単発の仕事だが、その後チャ

レンジした企業で採用につながることもある。 

・おりはな（仕出し屋）片づけ ・富士コーヒー草刈り 

・マダムアン（カフェ）軽作業 ・便利屋引越し手伝い 

 

⇒お仕事チャレンジ（②＋③） 実績：２１９件 

 

 

 

 

 

難
易
度 

高 

低 
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④おしごと遠足 

◆実施概要 

 日 時：２０２５年８月６日 

  先：杤木合同輸送株式会社（本社、港区空見工場） 

参加者：若者５名、企業様５名（総務 門課長、担当、現場課長、現場若手社員）、 

リンクスタッフ４名 

おしごと遠足のご縁で当事業に理解を頂き、事務職として就職した方、またその後の

就職活動が活発になった方も多く、効果が確認できた。 

 また企業からも、リンクサポートの若者と直接会う事で、若者のイメージがよく分か

ったとの振返りも頂けた。 

   

 

  

３）法人会との協働事業 

前述のお仕事チャレンジの受け皿として、名古屋中法人会様からも多くの機会を頂き 

その後の雇用につながった事例もあった。企業にとっても、若手人材不足の中、はたら

くことに躊躇ある若者の理解と、受入れの練習、さらには受け入れることによる、既存

の職員の成長にも繋がったと言う声を頂き、中法人会の中でも大きな価値があると評価

され、更なる参画企業の拡大を目指していくこととなった。 

 

①中法人会等企業経営者との交流会 実施 

リンクサポート事業の存在、主旨を知ってもらう目的で開催。企業目線、支援者側双方

から見た若者の現状を意見交換し合う場となった。 

第１回 ２０２５年８月 １日（金）  ８社参加 若者１名 スタッフ５名 

第２回 ２０２５年９月２６日（水）  ８社参加 若者１名 スタッフ５名 
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②シンポジウムの実施 

名古屋市と公益社団法人名古屋中法人会との共催 

「新しい雇用のかたち～お互いを尊重しあえる若者と企業の出会い～」 

日時：２０２５年１１月１８日（火）１３時３０分～１６時 

場所：イーブル名古屋 ホール及び会議室 

内容：１ ／マッチング会（仕事・暮らし自立サポートセンター大 根、 

なごや若者サポートステーション、サポートいずみ参加） 

２ ／トークセッション  

当日は、リンクサポートもお手伝いして就労

した２０代の若者が 壇。保育関係の仕事に関

心がありつつも、不安な時に吐き気が出てしま

う症状があり、働くことに自信が持てなかった

過去。自身で就いたアルバイトでは、周囲から

理解してもらえず辛かったが、リンクサポート

での仕事探しでは、不安や吐き気のことを最初

から職場に伝えるようにし、今は住宅設備 品

の検品、梱包の仕事で一年継続中、職場からは

「いてくれないと困る」という存在にまで成

長。会場には社長、工場長も応援に来てくださった。 

 障害者雇用についての講演、他の就労支援事業所も参加してのマッチング会も併せて

の実施は、新たな試みとなった。 

 

４）その他活動 

①若者就労支援 事例検討会 開催 

第８回 ２０２５年８月２日 参加者１０名 スタッフ５名 MoiMoiにて 

第９回 ２０２６年２月１４日 参加者１０名 スタッフ５名 MoiMoiにて 

 

②名古屋市立前津中学校 「笑顔あふれる名古屋」探求学習フィールドワーク受入れ 

２０２５年 ９月２９日 リンク、MoiMoi見学と説明  

２０名来所、リンクサポートにて 

２０２５年１０月２８日 探求内容ブラッシュアップ    

グループワーク参加＠前津中学校 

２０２５年１２月１５日 研究発表会参加＠前津中学校 

 

③外国籍の方向け「シュウカツこうざ」を開催 

２０２５年１１月１５日 草ラボにて 

『自主夜間中学 はじめの一歩教室』のみなさんに日本の就職

活動について理解を深めてもらうためのセミナーを開催。 
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５ 地域コミュニティ事業・ネットワーク創出事業 

◆地域コミュニティ事業 
ⅰ)    ・   彼  気 かけ    交流   場 

 独  政法 福祉医療機構 WAM 助成事業 柱  ３  

令和７年 4月 1日～令和８年 3月 31日 

家庭の事情やおかれた環境により、就労や就学につながらず、行き場がなく孤立しが

ちな若者が、ピア的な立場で関わる先輩や様々な経験を持つ包容力のある大人と時間を

共にする場を草の根ラボにて提供。自分らしくいられる場・自分を大切にする場・やっ

てみたいことを実現する場づくりを進めるなかで、人との関わりを受け入れ、就学、就

労や一人暮らし等それぞれが目標を見出し、実現に向けたゆるやかなリハーサル時間に

もなった。 

 

男の子デイ 草ラボ女子会 アロマデイ 

 

 

 

ピア的に関わる同年代のホストと

ともに自分らしくいられる場 

回 ：21 回  べ参加者：55 人 

あたたかく包容力のある大人と楽

しい経験を重ねる場 

回 ：12 回  べ参加者：43 人 

アロマセラピストのよりそいによ

り自分を大切にする場 

回 ：20 回  べ参加者：71 人 

 
一歩の会学習支援デイ ピラティスの会 ふらっと クッキーの会 

 

  
 

 

外国ルーツを持つ人への

学習支援の場 

回 ：33 回  

 べ参加者：1148 名 

心身が整い自分を労われ

る場 

回 ：8回 

 べ参加者：18 名 

おとなもこどもも笑顔で

リフレッシュできる場 

回 ：6回 

 べ参加者：47 名 

交流を深めながら得意を

生かせる場 

回 ：5回 

 べ参加者：21 名 
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ⅱ）若者の地域へのトビラを開く地域掘り起こし事業 

 独  政法 福祉医療機構 WAM 助成事業 柱  2  

                     令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

 草ラボ周辺地域の企業・団体や市民が主催するイベントや居場所に出向いて交流を深

めたり、「草ラボのゲスト」から「地域のホスト」として役割を担い、頼られる大人にな

るための一歩を踏み出すことを目指した 

〇みんなのノートづくりの会：若者たちが「役立ちボランティア」としてラベル入れや

包装などを行い、児童養護施設や子ども食堂、学校、地域のイベント等で配布を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇畑活：地域の方の畑で苗植えや収穫を体験、役立ち感とともに収穫の喜びを得た 

〇風に吹かれて交流広場：地域の法人主催の大 模イベントに参加、若者が作品を出

品、販売 

〇みずほ子ども食堂わんぱくまつり：イベント運営のサポートやみんなのノート配布な

どを行った 

〇その他：味鷹マルシェ、ちくさこども食堂、草の根×一歩文化祭、つなごうマルシ

ェ、売らない珈琲屋さん、仲田公園さくらまつり、落語お披露目会 

 
ⅱ）「ボランティア以上アルバイト未満」の、ステップに合せた就労体験の提供 

 独  政法 福祉医療機構 WAM 助成事業 柱  2  

令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 

  

 

 

◆ネットワーク創出事業 

ⅰ）できることもちよりワークショップⓇ 

男  デ     デ   ロマデ   習  デ  

働くことに不安や抵抗感のある若者へ「ボランティア以上アルバイト未満」の取り組み

がはじめやすい就労体験をステップに合せて提供。自分らしくありながら、仕事をする

一人の人として社会とつながっても大丈夫だという経験が、一歩を踏み出そうとする 

若者にとって、大切なポイントであることが確認できた。 
 

 く準備段階

伴走者がいる

中で、いつも

の拠点での

役立ち体験

Step１

ボ     

以上  バ  

未満 単発 験

•企業等にて報酬

を得る・大切に

扱われる経験

Step２

•長期雇 

•Step２を経て

自分にあった

仕事を見つけ

継続就労

Step３

※主 取 組み 

内容：靴箱造り,カーペット張り,

照明器具設置,掃除(毎月 14回),           

みんなのノートづくり 
 

実人 ：59人  

回   ：176回 

内容：専門商社/事務補助, 商社/棚卸, 

介護施設/窓ふき,税理士事務所/動画 

編集,チェーン珈琲店/草刈り, 

看板会社/ネジしめ,ゴルフ場/グリン 

メンテナンス等  

実人 ：40人 

内容：鋳物製造業/正社員,護施設/

正社員,文具店接客/フルタイム, 

電車内装設備製造/契約社員, マン

ション清掃/週 4アルバイト等 
 

実人 ：10人 
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◆ネットワーク創出事業 

できることもちよりワークショップⓇ 

重複した困難を抱えた相談者の事例を参加者全員で共有し、それに対してひとりひとり

の「できること」を書き出して、みんなで共有する。「1人で支えられること、10人で支

えられること、  

１００人で支えられること」の差を知ることにより、多分野連携の可能性や有効性を体

験するワークショップの普及実施を行っている。  

令和 7年度は、各自治体の研 の一環などで複 回の実施となった。 

 

＜外 の依頼により開催＞ 

① 名古屋市社会福祉士等新任職員研  

日程：令和 7年 8月 19日（火）13時～15時 

場所：名古屋市総合社会福祉会館 7階 

参加者：健康福祉局、子ども青少年局、各区保健福祉センター福祉 民生子ども課及び

福祉課、各支所区民福祉課並びに各区保健福祉センター保健管理課、健康安全課及び保

健予防課に勤務する採用 2年目の主事及び保健師等 

 

② 石垣市青少年センター 「できもちゆんたく会～」 

日程：令和 7年 11月 20日（水）9時半～12時半 

場所：石垣市民会館中ホール 

参加者：石垣市子若協議会構成員、センター職員、民間団体職員、子ども若者に関心の

ある市民 

 

③ 愛知県相談支援職員研  

日程：令和 7年 12月 9日（火）13時半～17時 

場所：愛知県図書館大ホール 

参加者：子ども若者に関わる市町村職員、民間団体職員、子ども若者に関心のある市民 

 

④ ま ぜ こ ぜ ま ち LABO （ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 よ す が ） 

「みんなでつくるできることもちよりワークショップ」 

日程：令和 8年 2月 7日（土）13時～16時半 

場所：柿安シティホール（桑名市民会館）3階大会議室 

参加者：子ども若者に関わる行政職員、民間団体職員、子ども若者に関心のある市民、

学生 

 



 

25 

一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト 

６ 普及・社会 動事業 
 

ⅰ）イベント開催 

草ラボマルシェ 

日時：令和 7年 5月 31日(土) 草の根ラボ 

地域の方へ、草の根ラボの存在を知っていただく企画として実施。若者たちの作品

（アクセサリー・小物）の販売やフリーマーケットを開催。 

 

いっぽ草の根文化祭 

日時：令和 7年 11月 15日(土) 草の根ラボ 

草の根ラボにて、外国にルーツを持つ子ども・若者の勉強会を開催しているはじめの

一歩教室（主催：愛知夜間中学を語る会）と共催で、文化祭を行った。 

草の根ラボの中ではネパール料理や創作のレクリエーション、体験ブース、オープニ

ングとクロージングでは子ども若者のダンスパフォーマンスを披露するステージも行っ

た。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

26 

一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト 

ⅱ）国・地方自治体より講演・講師・研 ・委員等の依頼 

◆代表 渡辺担当 

＊こども家庭庁  

・令和７年度「こども・若者支援体制整備及び機能向上事業」のアドバイザー 

・９月：「こども家庭庁オンラインシンポジウム」 壇 

 

＊厚生労働省 

令和７年度社会福祉推進事業 

被保護者の実態を踏まえた就労支援事業等の推進に関する調査研究事業 研究会 委員 

 

＊名古屋市 

・名古屋市発達障害者支援体制整備検討委員会 委員  

任期：令和７年 8月 1日から令和 9 年 7 月 31 日まで 

・８月：「名古屋市社会福祉等新任研 」講師とできることもちよりワークショップの開催 

・１０月：大磯小学校にて事例検討ＷＳの開催 

・１０月：港区要保護児童対策協議会 代表者会議にて講演 

 

＊他県他市 

・１月：香川県子ども政策課 

講演「オーダーメイドのサポートからつながる地域ネットワークづくり」 

・２月：伊丹市自立支援課 講義「環境支援型就労支援のマインドと手法」 

 

＊愛知県相談支援職員研  

 子ども・若者に関する相談・支援を担当する職員向けの研 を愛知県より受託し、全

3回実施。多様化し増え続ける社会課題に対して、支援者が一人で困りごとを抱えず、

他の支援者や支援機関、地域や市民の方々と手を取り合っていくことの重要性をワーク

ショップで体感し、地域で実践できることを目指す。 

 

テーマ：一人で抱える相談支援から、“地域全体で支える”ネットワーク支援へ 

対象者：子ども・若者支援に携わる市町村職員・センター職員等 

 

＜第 1回＞社会開拓資源ワーク 

『困難を抱える若者を、地域全体で支えるネットワークをつくるための社会資源開拓』 

日 時：2025年 10月 10日（金）13時半～15時半 @愛知県図書館 5階大会議室 

 

＜第 2回＞できることもちよりワークショップ 

『制度の縦割りや立場を超えて、できることをもちよる地域の在り方を体感する』 

日 時：2025年 12月 9日（火）13時半～16時半 @愛知県図書館 5階大会議室 

 

＜第 3回＞OST（オープンスペーステクノロジー） 

『地域に戻って実践するために、会場全体で意見を交換する』 

日 時：2026年 1月 7日（水）13時半～16時 @愛知県図書館 5階大会議室 
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◆渡辺講演・ 壇 ※上記、国・地方自治体案件以外を掲載（抜粋） 

 

４月 金城学院大学 講義 本人を中心としたソーシャルワークの在り方 

８月 中央高等学校 講義 こわかセンターについて 

10月 LDかたつむりの会 講演 

ＷＳ 

本人を中心とした若者支援の在り方と、 

意見交換ワークショップ 

11月 Restartなら 講演 

ＷＳ 

本人を中心とした若者支援の在り方と、 

できることもちよりワークショップ 

11月 豊川保健所 講義 

ＷＳ 

若年層の自殺の要因と、いま私たちにできる

こと・考えたいこと 

１月 佐世保市社会福祉協議会 講演 地域に気になる若者いませんか？ 

～誰もがやさしさを感じられる社会へ～ 

２月 西尾保健所 講義 

ＷＳ 

若年層の自殺の要因と、いま私たちにできる

こと・考えたいこと 

 

  

◆永井講演・ 壇 

・名古屋市薬剤師会 ゲートキーパー研 会講師 

｢子ども・若者をとりまく課題～子若センターの現場から見えること～｣ 

 日時：令和 8年 1月 24日（土)15：00～16：30 ＠愛知県薬剤師会館 3階会議室  

◆永井その他 

・名古屋市重層的支援体制整備事業計画に関する懇談会委員  

・名古屋市若者ライフデザイン支援事業業務委託事業者評価委員 

・名古屋市若年女性へのアウトリーチモデル事業連絡調整会議構成員 

 

◆小林講演・ 壇 

・名古屋市教育支援センター所内研 会 「子ども・若者総合相談センターについて」 

 日時：令和 8年 4月 7日（火）13：00～14：00 ＠教育支援センター鶴舞サテライト 

◆小林その他 

・名古屋市社会的養護自立支援協議会委員 

 

◆大島 壇 

・各務原市自立支援協議会研 会 

 ｢障害のある方の就労について｣ 

 日時：令和 8年 3月 11日（水） 

◆大島その他 

・名古屋市社会的養護自立支援協議会委員 

 

ⅲ）その他 

◆きずなネット(中 電力)記事 

【ひきこもりのリアル】6年間の時を経て、働く今を語る＜前編・後編＞ 

 令和 7年 1月 13日・14日投稿 
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◆Lorcle（中日新聞社情報アプリ）記事 

タイトル 掲載日 記事 QRコード 

お金が絡むと難しい 

―――若者たちの言葉から考えること 

2025/5/30 

 
何気ない雑談による小さな回復 

―――若者たちの言葉から考えること 

2025/6/28 

 
自分についての専門家は自分自身 

―――若者たちの言葉から考えること 

2025/7/30 

 
「中学受験なんてしたくなかった」 

―――若者たちの言葉から考えること 

2025/9/4 

 
「わからない」を追求するのではなく 

―――若者たちの言葉から考えること 

2025/9/26 

 
物件探しに立ちはだかる２つの壁 

―――若者たちの言葉から考えること 

2025/11/4 

 
今も、将来もどちらも大切にしてほしい 

―――若者たちの言葉から考えること 

2025/12/22 

 
ひきこもりから動き出すきっかけ 

―――若者たちの言葉から考えること 

2026/1/17 

 
“当たり前の経験”をしてこなかった若者が生き び

ていくために 

―――若者たちの言葉から考えること 

2026/2/12 

 

統合失調症という不思議な病気になったその後 

―――若者たちの言葉から考えること 

2026/3/30 

 
 

※Lorcle記事の閲覧には、スマートフォンアプリのインストールが必要です。 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://lorcle.jrn.io/i?s=lorcle~lp~202404lp
https://lorcle.jrn.io/g?s=lorcle~lp~202404lp

